
ア
ベ
政
権
は

ア
ブ
な
い

中
中
中
中
中
中
中
中
中

企
業
戦
士
と
観
光
客
は
自
衛

隊
機
で
救
出
す
る
が
、
真
実
を
伝

え
よ
う
と
取
材
す
る
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
や
子
ど
も
た
ち
に
食
料

援
助
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は

「
自
己
責
任
」
論
を
振
り
ま
く
安

倍
政
権
。
後
藤
さ
ん
も
放
置
さ
れ

死
に
追
い
や
れ
、
い
ま
ま
た
安
田

純
平
氏
の
行
方
も
し
れ
な
い
。

Ｉ
Ｓ
と
闘
う
国
に
２
０
０
億

円
の
支
援
…
。「
国
民
を
守
る
」

と
は
一
体
何
か
。

中

中

中

中

中

８
％
を
１
０
％
に
す
る
消
費

税
増
税
。
昨
年
ま
で
は
５
％
だ
っ

た
の
に
で
あ
る
。「
広
く
薄
く
」

の
消
費
税
が
泣
き
ま
す
。

そ
の
重
税
感
を
和
ら
げ
よ
う

と
一
部
に
８
％
を
設
け
、
軽
減
税

率
と
は
。
増
税
を
据
え
置
く
に
す

ぎ
な
い
こ
と
を
軽
減
と
は
こ
れ

い
か
に
。

中
中
中
中
中中
中
中
中
中
中
中

核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う

原
爆
の
比
で
は
な
い
水
爆
。「
飢

餓
」
と
対
照
的
に
語
ら
れ
る
科
学

技
術
の
粋
…
。

私
た
ち
は
民
衆
の
困
窮
を
無

視
し
て
進
め
ら
れ
る
「
核
兵
器
及

び
核
開
発
」
を
絶
対
に
認
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。「
ガ
ガ
ー
リ

ン
は
宇
宙
を
飛
ん
だ
が
、
私
た
ち

が
食
べ
る
パ
ン
が
な
い
」
と
い
う

政
府
批
判
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
。

ホームページhttp://i-peace-ishikawa.com/
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反戦・平和

人権 環境

脱 原 発 の

火を消すな！

「戦争法廃止！ 憲法改悪反対！」 を労組 職場 地域から！

「２０００万人署名」 を成功させ 安倍内閣を退陣させよう

戦争準備 ｱｸﾞﾚｯｻｰ(仮想敵機部隊)小松配備反対！

日本海Ｇ空域 新型ミサイルによる自衞艦撃沈訓練をやめよ！

8
.

戦
争
法
反
対
集
会

2
00

0

人

30

8
.

国
会
前
の
「
戦
争
法
反
対
」「
安

30
倍
退
陣
」
集
会
に

万
人
！

12

8
.

か
ら9

.

ま
で
連
続
、
四
高
記
念

28

21

公
園
で
座
込
み
、
署
名
、
街
宣
な
ど
八

団
体
で
実
施

9
.

参
議
院
山
場
に
、
全
港
湾
労
組
が

18
「
戦
争
法
反
対
！
」
時
間
内
く
い
込
み

早
朝
ス
ト
を
敢
行

支
援･

連
帯
す
る

9
.

参
議
院
山
場
で

時
以
降
も
座

18

18

り
込
む
八
団
体
の
仲
間
た
ち

県
内
集
会
で
掲
げ
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー

.3

「
戦
争
法
廃
止
！
憲
法
壊
す

12な
！
」
県
民
集
会1

10
0

人
突
出
す
る

在
日
米
軍

基
地
へ
の

配
慮
＝
駐

留
経
費
負

担
。

イ
ン
ド
が
開
発
し
た
新
型
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ

ミ
サ
イ
ル
。
こ
の
国
に
原
発
を
輸
出
する安倍政権

制
海
権
を
狙
う
中
国

攻
撃
力

を
高
め

る
ア
メ

リ
カ
の

最
新
型

イ
ー
ジ

ス
艦



2
01

6

新
春
の
集
い

安
倍
退
陣
を
決
意

県
平
和
セ
ン
タ
ー
・
県
勤
労
協
共
催

開
会
に
あ
た
り
南
高
広
代
表

は
、
今
年
は
何
と
し
て
も
安
倍
内

閣
退
陣
を
め
ざ
し
、
戦
争
法
廃
止

を
は
じ
め
と
す
る
難
題
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
組
織
の
団
結
力
を
高
め
、

幅
広
い
戦
線
を
つ
く
り
前
進
し

ま
し
ょ
う
と
力
強
く
述
べ
た
。

名
の
参
加
者
は
決
意
を
新
た

120に
固
め
あ
っ
た
。

ホ
リ
デ
ィ
イ
ン
金
沢
ス
カ
イ

1.5
ANA中

中
中
中
中

参
加
す
る
人
の
波
に
感
涙

パ
リ
も
イ
ラ
ク
も
悲
し
み
は
同
じ

安
保
法
制
と

立
憲
主
義

民
主
主
義

2
0

1
5

年
1
2

月

石
川

多
加
子
さ
ん
（
金
沢
大

学
人
間
社
会
研
究
域
准
教
授
）

「
平
和
安
全
法
制
」
を
め
ぐ
っ

て
は
、
多
く
の
人
が
様
々
な
主
張

を
続
け
て
い
ま
す
。
第
２
次
安
倍

内
閣
・
同
改
造
内
閣
で
首
相
補
佐

官
（
国
家
安
全
保
障
担
当
）
を
務

め
た
磯
崎
陽
輔
参
議
院
議
員
が
、

自
民
党
が20

1
2

年
４
月
に
発
表

し
た
「
日
本
国
憲
法
改
正
草
案
」

に
関
連
し
て
「
時
々
、
憲
法
改
正

草
案
に
対
し
て
、「
立
憲
主
義
」

を
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
意

味
不
明
の
批
判
を
頂
き
ま
す
。
こ

の
言
葉
は
、W

i
k
i
p
e
d
i
a

に
も
載

っ
て
い
ま
す
が
、
学
生
時
代
の
憲

法
講
義
で
は
聴
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
昔
か
ら
あ
る
学
説
な

の
で
し
ょ
う
か
・
・
・
私
は
、
芦

部
信
喜
先
生
に
憲
法
を
習
い
ま

し
た
が
、
そ
ん
な
言
葉
は
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
か
ら

の
学
説
で
し
ょ
う
か
？
」
と
発
言

し
て
失
笑
を
買
っ
た
こ
と
は
、
よ

く
覚
え
て
い
ま
す
。
他
方
、
松
本

市
の
岩
波
酒
造
が2

0
1

3

年
５
月
、

信
濃
毎
日
新
聞
に
掲
載
し
た
広

告

－

「
日
本
国
憲
法
。
最
近
、
何
故
か

取
り
沙
汰
さ
れ
る
憲
法
で
す
が
、

国
家
を
縛
り
、
国
民
を
守
る
た
め

の
も
の
、
な
ん
で
す
よ
ね
」

－

は
、
立
派
で
し
た
。

政
治
家
や
官
僚
は
兎
も
角
、
市

民
が
憲
法
と
立
憲
主
義
の
意
味

を
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、「
平
和
安
全
法
制
」
の
“
お

陰
”
で
す
。

2
0

1
5

年
５
月
に
政
府
が
衆
議

院
に
安
保
関
連
法
案
を
提
出
し

た
後
、
私
も
度
々
国
会
前
へ
足
を

運
び
ま
し
た
。
と
り
わ
け
１
２
万

人
が
集
ま
っ
た
と
い
う
８
月

3
0

日
の
光
景
は
、
生
涯
忘
れ

な
い
と
思
い
ま
す
。
集
会
に
向
か

う
た
め
乗
車
し
た
山
手
線
や
地

下
鉄
の
ホ
ー
ム
・
車
内
・
駅
、
周

辺
道
路
や
店
舗
に
は
、
手
に
手
に

プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
た
人
・
人
・

人
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。

年
齢
も
恰
好
も
色
々
で
、
後
か
ら

後
か
ら
途
切
れ
る
こ
と
の
無
い

参
加
者
の
波
で
す
。
子
ど
も
を
連

れ
た
若
い
夫
婦
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

風
の
紳
士
、
ご
婦
人
の
グ
ル
ー
プ

と
い
っ
た
個
人
で
参
加
し
て
い

る
人
達
も
多
く
、
皆
同
じ
止
む
に

止
ま
れ
ぬ
気
持
ち
で
や
っ
て
来

た
の
だ
と
思
う
と
、
涙
が
溢
れ
る

の
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

安
保
反
対
運
動
は
、
戦
後
民
主

主
義
が
確
実
に
根
付
い
て
い
る

こ
と
の
証
左
で
す
。
憲
法
理
念
の

実
現
に
は
ま
だ
ま
だ
途
が
遠
そ

う
で
す
。
投
げ
出
し
て
し
ま
い
た

く
な
っ
た
時
に
は
、
あ
の
日
に
立

ち
返
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

身
を
低
く
し
て

2
0

1
5

年

1
2

月

山
根

靖
則
さ
ん(

元
県
議

会
議
員

小
松
基
地
爆
音
訴
訟
連
絡
会

こ
の
春
に
議
員
を
辞
し
て
一

井
に
い
る
。

改
め
て
人
々
の
中
に
政
治
へ

の
不
満
・
憤
り
が
満
ち
て
い
る
の

を
見
な
が
ら
、
四
半
世
紀
も
そ
の

世
界
で
飯
を
食
っ
て
き
た
自
分

を
振
り
返
り
身
を
固
く
し
て
い

る
。
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
？

真
剣
で
な
く
な
っ
た
？
そ
ん
な

意
味
で
、
議
員
辞
職
は
当
然
と
い

う
か
、
い
い
潮
時
だ
っ
た
と
思
う
。

し
か
し
、
他
人
事
と
な
っ
た
今
、

今
度
は
政
治
・
政
治
家
の
不
真
面

目
さ
、
怠
慢
が
許
せ
な
い
。

沖
縄
の
、
辺
野
古
を
め
ぐ
る
安

倍
政
権
の
や
り
方
、
自
・
公
を
は

じ
め
と
す
る
政
治
家
た
ち
の
対

応
に
苛
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
そ

っ
く
り
小
松
基
地
を
め
ぐ
る
動

き
に
重
な
る
。
小
松
に
航
空
自
衛

隊
基
地
が
誘
致
さ
れ
て
半
世
紀
、

そ
し
て
小
松
基
地
爆
音
訴
訟
が

提
起
さ
れ
て
４
０
年
、
私
は
今
、

そ
の
「
小
松
に
静
か
で
平
和
な
空

を
取
り
戻
す
」
運
動
に
戻
っ
て
い

る
。パ

リ
中
心
部
へ
の
同
時
テ
ロ

事
件
の
犠
牲
者
に
対
す
る
悲
し

み
の
報
道
が
映
像
で
流
れ
、
イ
ラ

ク
で
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
過
激
派
拠

点
へ
の
報
復
爆
撃
が
行
わ
れ
た

と
の
記
事
も
出
て
い
る
。
そ
の
日

の
新
聞
の
「
春
秋
」
欄
に
、「
パ

リ
の
広
場
と
は
違
い
、
そ
こ
に
は

恐
怖
に
逃
げ
惑
う
人
々
を
映
す

テ
レ
ビ
中
継
も
な
い
」
と
、
Ｔ
Ｖ

カ
メ
ラ
の
入
ら
な
い
イ
ラ
ク
市

民
の
間
に
も
、
同
様
の
悲
し
み
の

市
民
が
い
る
だ
ろ
う
と
あ
っ
た
。

こ
の
視
点
が
好
き
だ
。
そ
の
日
の

「
平
和
の
俳
句
」
が
、「
９
条
は

身
を
低
く
し
て
気
づ
く
花
」
だ
っ

た
。

年
以
降
、
特
に
安
倍
政
権
に

2000
な
っ
て
か
ら
、
小
松
基
地
を
離
発

着
す
る
戦
闘
機
の
爆
音
も
回
数

も
激
し
く
な
り
、
多
く
の
市
民
が

「
遠
慮
が
な
く
な
っ
た
」「
横
柄

に
な
っ
た
」
と
感
じ
て
い
る
。
１

機
１
０
０
億
円
を
超
え
る
戦
闘

機
に
比
べ
れ
ば
、
３
億
５
億
の
賠

償
金
な
ど
安
い
も
の
？
と
で
も

思
っ
て
い
る
如
く
、
政
府
は
札
束

で
市
民
の
不
満
を
封
じ
て
き
た
。

沖
縄
と
同
じ
く
、
人
々
を
睥

睨

へ
い
げ
い

す
る
上
か
ら
目
線
が
や
り
き
れ

な
い
。
訴
訟
は
今
、
爆
音
に
よ
る

健
康
被
害
を
調
査
し
て
い
る
。
我

慢
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
々
の

間
を
歩
き
な
が
ら
、
９
条
の
花
を

見
つ
け
て
い
る
。

一
緒
に
、
反
戦
・
平
和
、
憲

法
改
悪
反
対
、
脱
原
発
、
人
権

を
守
る
運
動
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
中年

会
費
３
０
０
０
円

E
E
E
E
E
中
中
中

中
中
中
中
中

＜

当
面
の
日
程＞

最
新
情
報
は
主
催
者
に
お
聞
き
下
さ
い

□
１
月

日(

火)
:

「
戦
争
法
廃

19

16

00

止
！
ピ
ー
ス
テ
ン
ト
（
座
り
込
み
）」

四
高
記
念
公
園

「
戦
争
法
廃
止
！
憲

法
改
悪
阻
止
！
」
を
呼
び
か
け
る
八
団

体□
１
月

日(

金)

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

22

第
６
回
（
拡
大
）
運
営
委
員
会
（
全
水

道
会
館
４
階
）

□
１
月

日(

月)
:

集
合

:

25

13

15

13

30

「
志
賀
原
発
を
廃
炉
に
！
」
訴
訟

第

回
口
頭
弁
論

金
沢
地
裁2

0
2

法
廷

17□
２
月
３
日(

月)
:

さ
よ
な
ら
志

18

00

賀
原
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
全
体
会
）

北
尾
法
律
事
務
所

□
２
月
４
日(

木)
:

小
松
基
地
爆

14

00

音
訴
訟
第

回
公
判

金
沢
地
裁

27

□
２
月
５
日(

金)
:

軍
事
パ
レ
ー

13

10

ド
反
対
集
会
「
広
場
使
用
不
許
可
違

憲
！
」
訴
訟
判
決
！
金
沢
地
裁2

0
2

号

法
廷

□
２
月

日(

水)
:

「2
.
8

ジ
ェ
ッ

10

18

15

ト
機
墜
落
抗
議
」
記
念
集
会
「
い
ま
、

戦
争
と
憲
法
の
危
機
を
考
え
る
（
仮

題
）」
地
場
産
本
館
一
階

講
師
岩
淵

正
明
弁
護
士

青
年
女
性
部

□
２
月

～

日
沖
縄
特
別
連
帯(

第

11

14

３
陣)

派
遣

□
２
月

日
（
金
）1

6
:
0
0

「
戦
争
法

19

廃
止
！
ピ
ー
ス
テ
ン
ト
（
座
り
込

み
）
」
「
戦
争
法
廃
止
！
憲
法
改
悪
阻

止
！
」
を
呼
び
か
け
る
八
団
体

□
２
月

日(

日)
:

「
辺
野
古
新

21

10

30

基
地
建
設
反
対
」
国
会
包
囲
に
連
携
す

る
全
国
行
動

北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
集
会

□
２
月

～

日

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

23

25

全
国
活
動
者
会
議

那
覇
市(

辺
野
古

現
地
闘
争
に
参
加)

□
２
月

日(

土)
:

フ
ク
シ
マ

27

14

00

５
周
年･

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

周
年

30

「
志
賀
原
発1

･
2

号
炉
と
も
廃
炉

へ
！
」
集
会

講
師

明
石
昇
二
郎
さ
ん

（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
）

演
題
「
原
発
崩

壊(

仮
題)

」
教
育
会
館
三
階
ホ
ー
ル

さ
よ
な
ら
志
賀
原
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

□
３
月
１
日(

火)

原
水
禁
ビ
キ
ニ
・
デ

ー
集
会
（
静
岡
市
）

□
３
月
８
日(

火)
:

三
役
会
議

10

00

:

単
組
代
表
者･

第
３
回
運
営
委

13

30

合
同
会
議

フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
４
階

□
３
月

日(

金)
:

「
あ
り
が
と

11

19

00

う
石
川
」
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

し
い

の
き
迎
賓
館

主
催
フ
ク
シ
マ
避
難

者
・
支
援
者
有
志

□
３
月

日(

木)
:

集
合

:

17

13

15

13

「
志
賀
原
発
を
廃
炉
に
！
」
訴
訟

30第

回
口
頭
弁
論

金
沢
地
裁2

0
5

号

18
法
廷

□
３
月

日(

土)
:

「
戦
争
法
廃

19

14

00

止
！
ピ
ー
ス
テ
ン
ト
（
座
り
込
み
）
」

四
高
記
念
公
園

「
戦
争
法
廃
止
！
憲

法
改
悪
阻
止
！
」
を
呼
び
か
け
る
八
団

体□
３
月

日(

土)

午
後

「
原
発
の
な

26

い
未
来
へ
！
」
全
国
集
会
（
代
々
木
公

園
）

※3

月2
9

日
（
火
）
「
安
保
法
＝
戦
争

法
」
施
行
日

□
４
月
中
旬
で
調
整
中

ア
グ
レ
ッ

サ
ー
（
仮
想
敵
機
部
隊
）
配
備
反
対
集

会
（
小
松
）

□
４
月

日(

火)
:

「
戦
争
法
廃

19

16

00

止
！
ピ
ー
ス
テ
ン
ト
（
座
り
込
み
）
」

四
高
記
念
公
園

□
４
月

日(

木)
:

小
松
基
地
爆

21

14

00

2.272.27集会に参加を
日時：２月27日(土)14:00 ～フクシマ５周年 チェルノブイリ３０周年～

「志賀原発の1号炉・2号炉とも廃炉！」集会
講師：明石昇二郎さん(ルポライター) 演題 「原発崩壊(仮題)」

場所：教育会館３階ホール 主催：さよなら志賀原発ネットワーク

音
訴
訟
第

回
公
判

金
沢
地
裁

28

□
４
月

日(

木)

午
後

辺
野
古
新

21

基
地
建
設
反
対
！
沖
縄
連
帯
集
会
（
金

沢
市
内
）

◇
複
眼

ト
ン
ボ
の
眼
◇

◆
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
「
テ
ロ
」。
な

ぜ
、
ど
う
し
て
…
。
欧
米
露
政
府
の
言

い
分
に
納
得
で
き
な
い
。
空
爆
強
化
で

解
決
す
る
の
か
。「
空
爆
テ
ロ
」
で
パ

リ
以
上
に
「
命
」
が
奪
わ
れ
て
い
る
。

イ
ラ
ク
や
シ
リ
ア
で
戦
争
止
め
よ
！

空
爆
や
め
よ
！

◆
イ
ラ
ク
や
シ
リ
ア
の
「
テ
ロ
」
の
犠

牲
者
に
は
口
を
閉
ざ
し
、
哀
悼
の
意
さ

え
示
さ
な
い
欧
米
露
政
府
、
そ
し
て

「
国
家
テ
ロ
」
を
繰
り
返
す
。
安
倍
政

権
は
な
ぜ
Ｉ
Ｓ
を
敵
視
す
る
の
か
、
問

い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

編

集

後

記

○
前
号
を8

/

に
出
し
て
以
来
、
年

12

内
発
行
を
目
指
し
た
が
。
心
待
ち
に
し

て
い
た
読
者
に
謝
り
ま
す
。

○
安
倍
政
権
は
、
論
理
も
整
合
性
も
無

視
し
、
国
民
の
６
割
以
上
が
反
対
す
る

「
違
憲
」
の
戦
争
法
を
強
行
し
た
。
こ

の
安
倍
政
権
は
倒
す
し
か
な
い
。

○
ヨ
コ
ス
カ
平
和
船
団
曰
く
。
中
国
の

海
洋
進
出
を
き
ち
ん
と
批
判
し
な
い

と
、
安
倍
政
権
の
「
中
国
を
利
用
し
た

軍
備
増
強
」
に
対
決
で
き
な
い
ぞ
。

○
昨
年

月
、
福
島
県
の
隣
り
、
い
わ

12

き
市
の
掃
除
機
ゴ
ミ
か
ら
１
キ
ロ
あ

た
り
１
万
ベ
ク
レ
ル
を
検
出
（
測
定
室

「
た
ら
ち
ね
」
）。
セ
シ
ウ
ム

の
放
射

137

線
量
は

年
後
の
２
０
４
１
年
で
や

30

っ
と
半
分
。
政
府
は
国
民
の
命
を
守
れ
。

○
よ
う
や
く
冬
ら
し
く
な
っ
て
き
た
。

で
も
金
沢
市
内
は
新
幹
線
の
影
響
か
、

人
や
車
で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
。
雪
よ
、

も
っ
と
降
れ
！
静
か
な
金
沢
が
、
や
っ

ぱ
り
い
い
。

NT

アグレッサー配備反対アグレッサー配備反対集会
（仮想敵機部隊）

日時：４月中旬(土日)日中の集会・デモ

場所：小松基地周辺 デモあり 小松基地爆音訴訟連絡会ほか

戦争法廃止！騒音まき散らすな！小松基地強化反対！


